
昼間連絡のとれる番号をご記入ください。

鉛筆や消えやすいインキで書かないでください。消せるボールペンは使わないでください。

□同右

□新本籍は街区符号　　□新戸籍の表示確認済　　□復する戸籍の表示確認済
□同時に戸籍法77条の2の届出あり　　□同居中につき⑺⑻欄空欄

□夫の住所に同じ
□妻の住所に同じ

□ 本籍地・電話確認済
□ 住所地・電話確認済

昭和  西暦
平成

昭和  西暦
平成

昭和 西暦
平成

□同左

昭和 西暦
平成 そ

　の

　他

補記 □ 有　□ 無

氏　　　　　　　　　　　　　　名 氏　　　　　　　　　　　　　　名

（フリガナ）

本　届　書　中

訂　　正　　印
夫

字訂正
字削除
字加入

妻

（別居したとき）（同居を始めたとき）
昭和　令和
平成　西暦

昭和　令和
平成　西暦

未成年の子がいる場合は、次の□のあてはまるものにしるしをつけてください。

□には、あてはまるものに□のようにしるしをつけてください。
今後も離婚の際に称していた氏を称する場合には、左の欄には何も記載しないでください（この場合にはこの離婚届と同時に別の届書を
提出する必要があります）。
同居を始めたときの年月は、結婚式をあげた年月または同居を始めた年月のうち早いほうを書いてください。
届け出られた事項は、人口動態調査（統計法に基づく基幹統計調査、厚生労働省所管）にも用いられます。

父母が離婚するときは、親子交流や養育費の分担など子の監護に必要な事項についても父母の協議で定めることとされています。
この場合には、子の利益を最も優先して考えなければならないこととされています。


